





The formation of Readers conscious and youth culture in Popular Magazines for 
Amusement “HEIBON” during of the 1980's
－ the most varieble talents of “TANOKIN” heated of the young readers and 












　　The most varieble talents of “TANOKIN” were the last idolized singers in youth cul-
ture in Magazines for Amusement “HEIBON”. The fan of TANOKIN were written by 
contribution to desire harder.The popularities of dates of public opinion in TANOKIN, 
“HEIBON” magagines readers were exchanging letters with between me and the othe oth-
er readers. Someday, it became to form of the readers communities of “HEIBON” maga-
zines in conjecture (guess).it changed the talents adomired of readers of “HEIBON” maga-
zines from school boys and girls students teens in ordinary lives.
　　The magazines of “HEIBON” were abangared whileseemingly “HEIBON” targeted 
urban and rural readers. It was not their schools regurations,arally, and so on,arefrection 





























　　As a results,It was merkmerled that thier thoughts,principals,assertions,in their readers 
columns their magazines of “HEIBON”.























　『平凡』は第二次世界大戦後まもない 1945（昭和 20）年 10月に、岩堀喜之助を代表
とし、清水達夫を編集長とした、合資会社凡人社を創設したことに始まる。凡人社はのち


























































































とがわかる。1981（昭和 56）年の表紙では、2月号：37巻 3号（3人）、3月号：37巻 4
号（近藤）、5月号；37巻 6号（田原）、6月号：37巻 7号（近藤）、7月号：37巻 8号
（田原、野村）、9月号：37巻 10号（近藤）、10月号：37巻 11号（田原）、12月号：37
巻 13号（近藤）とほとんどの誌面を飾る。3人が表紙を飾ったのは同年 2月号の僅か 1
回であった。残りは田原、近藤が占めている。また田原と近藤の脇を飾ったのは当時の女
性アイドルといわれていた 1981年では松田聖子、河合奈保子、柏原よしえらであった。
　1982（昭和 57）年では 2月号：38巻 2号（田原、近藤）、3月号：38巻 3号（田原）、
4月号：38巻 4号（近藤）、5月号：38巻 5号（田原）、6月号：38巻 6号（近藤）、8月





39巻 1号（近藤）、39巻 2号（田原、近藤）、39巻 4号（田原）、39巻 5号（近藤）、39





　翌 1984（昭和 59）年も「たのきん」に人気は飛ぶ鳥を落とす勢いであった。40巻 1







































・ 「初経験　それはおとこの旅立ちだ！愛 NG」（39巻 12号）
・ 「仲間もまるごと燃えるトシの追跡とびきりツアー　いこいの瞬間」（39巻 11号）
【近藤真彦】


























































































































































































































































































































































































6.1. 読者投書欄「Super me☆ her」の新設と ‶スク－ルライフ" を中心とした読者同士
の交流
















































































































































  3） 前掲、阪本書。
  4） 前掲、田島論文。
  5） たのきんのデビュー当時、田原俊彦は山梨県出身で 1961（昭和 36）年 2月 28日生
まれの 18歳、近藤真彦は神奈川県出身で 1964（昭和 39）年 7月 19日生まれの 15
歳、野村は神奈川県出身の 1964年 10月 26日生まれの 15歳であった。「たのきん」
の名称の由来は、田原の「田（た）」、野村の「野（の）」、近藤の「近（きん）」のそ
れぞれの文字より抜粋したものである。





  7） 本田博太郎、寺泉哲章を先生役としたWキャストのドラマであった。























11） 「いいたいほうだい」（「ヤングスクエア」『平凡』第 37巻第 11号、1981年 10月号）。
12） 「トシちゃんにあいたいから東京に」同誌第 37巻第 1号（1981年 1月号）、「それで
も女か」同誌第 37巻 5号（1981年 4月号）、「トシちゃん、正直に言ってくれてあり
がとう」同誌第 37巻 7号（1981年 6月号）。「涙で答えてくれたマッチ」同誌第 37
巻 9号（1981年 8月号）、「マッチ、こんなファンがいることも知って」同誌 37巻
11号（1981年 10月号）、
13） 「いいたいほうだい」前掲、「ヤングスクエア」（『明星』1981年 10月号）。
14） 「3人組フォーエバー」「おもしろ LAND」（『明星』1982年 11月号）。
15） 「トシちゃん・聖子はカップルで」（同誌第 37巻 13号、1981年 12月号）。
16） 「一体なんなのあの表紙」（同誌第 38巻第 1号、1982年 1月号）。
17） 「オヤサンのコメント」同上。
18） 前掲、田島論文。
19） 「おまたせ、3カ月企画　たのきんと電話デート」広告文（同誌第 38巻 10号（1982
年 10月号）。
20） 「スターと電話デート　近藤真彦」（同誌第 38巻第 11号）。このシリーズは田原、野
村も時期は異なるが、同じように実施されている。
21） 「ださい大人にゃなりたくない　近藤真彦・18才の夢」同上。
22） 近藤は「マッチでデート」（文化放送、1980年 10月～ 1984年 9月）、「近藤真彦　ベ
ストグルージングミュージック」（文化放送、1984年 10月～ 1988年 3月）などが
代表番組であった。田原については、ラジオの方でも番組を持つ。「田原俊彦　8字の
デート」（1980年 ニッポン放送）、「田原俊彦　ハロー！アイラブユー」（1981年　
ニッポン放送）、「田原俊彦 グッドラック 2ナイト」（同年、ニッポン放送）、「田原俊彦 
誘惑トウナイト　SHE！ SAY！ DO！」（1982年、ニッポン放送）、「田原俊彦 ひと
つぶの青春」（1984年、FM東京）、「田原俊彦のダンシング トウナイト」（1988年、
ニッポン放送）等多数行っている。
23） 「ぼくは野生児」同誌第 39巻 3号（1983年 3月号）。
24） 「スターと電話デート　田原俊彦」（同誌第 39巻第 1号）。
25） 「スキーにアタック」同上。
26） 大晦日の歌番組である NHK「紅白歌合戦」においても、田原は 1980年～ 1986年
まで 7回の連続出場をはたしたが、1987（昭和 62）年に落選している。以降田原は
紅白歌合戦には出場していない。近藤は 1981年～ 1988年まで 8回の連続出場で
あったが、1989（平成元）年に落選し、7年後の 1996（平成 8）年に最出演を果た
している。
27） ブスっ娘クラブ委員長（オカメブタきょんこ）「ごあいさつ」（同誌第 40巻 12号、
1984年 12月号）。
28） 「ブスッ娘の道へのおさそい」同誌第 41巻第 1号、1985年 1月号）。
29） 「ブスっ娘になるための過酷な 10箇条」同上。
30） 「校則なんかぶっとばせ」同上。
31） 「編集部からのお知らせ」（同誌第 43巻第 11号、1987年 11月号）。
32） 「ごあいさつ（平凡編集部から最後のメッセージ）」同誌最終号（1987年 12月号）。
33） 「光 GENNJI　平凡最後のニューアイドル『光 GENJI』はいきなりトップアイドルに
なった」同上。
